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今金町民憲章

。 民主主遺棄に徹Lて生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O 健康で勤労にUげむ明るい町仁いたし ましょう。
。 筏陪をみがき護費障の開発に努め豊かえ広町にいたしま Lょう。

。 敏聾告たかめ楽L<生活できる平和な町lニUたしまLょう。

制定崎和42年TO月 1日



13 
、

の
コ
ン

サ

ト

が
晴
天
に
恵
ま
れ

た
く
さ

節
な
ど
加
曲
を
熱
唱
。

2
年
前
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
吹
雪

の
中
で
し
た
が
、
今
回
は
好
天
内

中、

1
時
間
鈎
分
に
わ
た
り
じ
っ

く
り
と
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

民
謡
歌
手
の
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん

た
2
月
日
日
に
行
わ
れ
、

ん
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

民
話
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

ソ

l
ラ
ン
節
・
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

• • 
， 
戸、

企冬も見せてくれま Lた(よさニいソーラン踊り)

j 
企ミッキーマウス(JA今金町)

4

司
く
ま
の
プ
ー
さ
ん

(
今
小
若
者
ダ
ル

l
プ
)

4

司
力
ワ
ッ
ピ
!
と
ス
イ
y
ピ
l

(
今
金
河
川
事
業
所
)

4

司
ダ
ン
ポ

(
今
金
幼
稚
園
P
T
A

4

司
ミ
ツ
キ
l
マ
ウ
ス

(
豊
田
連
合
自
治
会
)

〕2
 
〔

唱F一
4

司
メ
ル
ヘ
ン
ハ
ウ
ス

(
今
金
建
築
技
能
者
協
会

〕3
 
〔

今
年
で
口
回
目
を
迎
、え
た
砂
い

ま
か
ね
雪
ま
つ
り
H

が
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ワ
ー
ル
ド
を
子

7

に
、
ふ
れ

あ
い
広
場
(
今
金
小
学
校
向
)
を

会
場
に

2
月
刊
、日
自
の

2
日
問
、

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
度
自
の
来
町
と
な
る
伊
藤
多

喜
雄
き
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
東
京
デ

イ

ズ

ニ

ラ

ン

ト
親
子
4
名
旅
行

券
や
日
万
円
が
あ
た
る
ゲ

l
ム
、

劇
団
風
の
子
に
よ
る
雪
上
公
演
、

ア
ニ
メ
映
画
、
花
火
シ
ョ
ー
な
ど

多
彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。会
場
内
に
は
大
小
川帥
基
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
雪
像
が
立
ち
並
び
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
町
村
か

ら
も
大
勢
の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し

た

数
多
く
の
売
唐
・
露
庖

が
立
ち
並
び
親
子
連
れ
な
ど
で
夜

遅
く
ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、



役
場
町
長
部
局
各
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の

仕
事
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介
し
ま
す
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務

部

O
総
務
係

・
公
告
式
に
関
す
る
こ
と
。

・
公
印
(
収
入
役
印
を
除
く
。

事』ル」
。

)
の
管
守
に
閲
す
る

-
名
誉
町
民
に
関
す
る
こ
と
。

・
表
彰
及
び
叙
位
叙
勲
等
栄
典
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

(
他
謀
の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)

・
条
例
、
規
則
等
に
関
す
る
こ
と
。

職
貝
の
任
免
、
服
務
及
び
質
的
に
関
す
る
こ
と
。

職
只
の
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
こ
と
。

・
職
只
の
研
修
及
び
図
む
室
町
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

-
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

.
水
防
に
関
す
る
こ
と
0

.
消
防
に
関
す
る
こ
と
。

O
住
民
運
動
・
交
通
安
全
係

・
自
治
会
町
内
会
に
関
す
る
こ
と
。

.
自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
。

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
。

.
住
民
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

・
行
政
相
談
委
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
に
関
す
る
こ
と
0

.
新
生
活
運
動
及
び
住
民
運
動
に
閲
す
る
こ
と
。

・
応
急
処
世
に
関
す
る
こ
と
。

消
費
者
物
価
に
関
す
る
こ
と
.

・
町
有
駐
車
場
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
青
少
年
対
策
及
ぴ
青
少
年
問
題
協
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

.
防
犯
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

・
北
方
領
土
返
還
運
動
に
関
す
る
こ
と
。

.
貯
務
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
生
活
館
等
各
種
会
館
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

O
町
史
編
さ
ん
係

・
町
史
の
編
さ
ん
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

O
住
民
税
係

法
定
普
通
税
及
び
入
湯
税
(
固
定
資
産
税
を
除
く
以
下

同
じ
)
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と
。

・
法
定
普
通
税
の
賦
諜
資
料
の
収
集
及
ぴ
調
査
に
関
す
る

こ
と
法
定
普
通
税
の
謀
税
台
帳
の
例
製
及
び
保
管
に
関
す
る

-
職
員
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

委
員
会
、
審
議
会
及
び
協
議
会
等
委
員
の
任
免
に
関
す

'
A
V

ニシー

-
町
機
会
に
関
す
る
こ
と
。

・
公
平
委
只
会
に
関
す
る
こ
と
。

・
文
書
の
収
受
、
発
送
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
0

.
出
張
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

-
庁
舎
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
行
政
不
服
申
し
立
て
及
び
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
。

.
総
合
賠
償
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

・
町
長
専
用
車
の
運
転
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
、
他
謀
の
所
管
に
属
き
な
い
こ
と
。

O
職
員
厚
生
係

・
職
員
の
福
利
厚
生
及
び
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
0

.
市
町
村
職
貝
共
済
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

・
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

.
職
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

・
退
隠
料
、
遺
族
扶
助
料
、
退
職
年
金
及
ぴ
退
職
一
時
金

に
関
す
る
こ
と。

O
財
政
係

・
財
政
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

・
予
算
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

地
方
交
付
税
に
関
す
る
こ
と
。

.
起
債
に
関
す
る
こ
と
0

.
一
時
借
入
金
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
財
務
に
関
す
る
こ
と
。

O
経
理
係

・
予
算
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
庁
用
物
ロ
聞
の
購
入
に
関
す
る
こ
と
。

• • 
と

-
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
税
務
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

O
資
産
税
係

・
固
定
資
産
税

(特
別
土
地
保
有
税
を
含
む
)
の
賦
献
に

闘
す
る
こ
と
。

・
固
定
資
産
税
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

・
固
定
資
産
税
の
賦
課
資
料
の
収
集
及
び
調
査
に
関
す
る

こ
と
。

-
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
関
す
る
こ
と
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
只
会
に
関
す
る
こ
と
。

・
地
縮
悶
査
に
よ
る
成
呆
表
等
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
税
務
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

O
徴
収
係

・
町
税
の
徴
収
及
び
滞
納
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

納
税
奨
励
及
ぴ
納
税
貯
相
官
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

.
納
税
証
明
に
闘
す
る
こ
と
。

-
公
営
住
宅
使
用
料
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

税
外
(
国
保
病
院
使
用
料
、
学
校
給
食
費
、
水
道
使
用

料
を
除
く
)
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

O
町
民
係

・
戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と
。

.
外
国
人
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

・
印
鑑
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

人
口
動
態
捌
査
に
関
す
る
こ
と
。

.
州出
火
葬
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

( 4 ) 

O
管
財
係

・
町
有
財
産
の
取
得
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

.
基
金
に
関
す
る
こ
と
。

.
公
山
首
住
宅
の
人
退
居
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
庁
舎
及
び
町
有
施
設
の
営
純
に
関
す
る
こ
と
。

(
他
諜

の
所
管
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
)

・
建
物
災
害
共
済
及
び
車
両
損
害
共
済
に
関
す
る
こ
と
0

.
工
事
請
負
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

・
貸
地
貸
家
の
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

O
企
画
調
整
係

・
町
の
丞
要
な
施
策
の
企
画
及
ぴ
総
合
調
整
に
関
す
る
こ

〉」
-
町
の
総
合
計
画
等
の
策
定
及
び
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

-
前
願
陳
情
に
関
す
る
こ
と
。

土
地
利
用
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

美
利
河
ダ
ム
に
関
す
る
こ
と。

・
美
利
河
地
区
開
発
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

.
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と
。

柏
山
広
域
行
政
組
合
に
闘
す
る
こ
と
。

O
広
報
広
聴
係

広
報
の
編
集
及
び
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

.
町
政
の
広
聴
広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と
0

.
報
道
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

O
調
査
係

・
各
般
統
計
制
査
に
関
す
る
こ
と
。

防
災
計
図
に
関
す
る
こ
と
。

• • 破
産
者
、
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
及
び
既
決
犯
罪
者

に
関
す
る
こ
と
。

・
選
挙
資
格
に
係
る
届
容
の
受
付
及
び
証
明
書
の
交
付
に

関
す
る
こ
と
。

・
国
民
年
金
の
同開
動
屈
の
受
付
に
関
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
の
典
動
屈
の
受
付
に
関
す
る
こ
と
。

.
自
動
車
の
臨
時
運
行
許
可
に
関
す
る
こ
と
。

・
諸
証
明
に
関
す
る
こ
と。

・
相
続
税
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

・
戸
籍
の
謄
抄
本
、
住
民
基
本
台
帳
の
写
し
の
交
付
に
関

す
る
こ
と
。

・
児
童
手
当
の
銭
動
属
の
受
付
に
関
す
る
こ
と
。

・
出
生
児
に
対
す
る
貯
金
通
帳
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

.
各
謀
の
窓
口
事
務
の
連
絡
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

O
福
祉
係

-
社
会
福
祉
行
政
の
企
画
及
び
総
合
調
畿
に
関
す
る
こ
と
。

.
生
活
保
協
に
閲
す
る
こ
と
。

・
民
生
児
童
委
艮
に
関
す
る
こ
と
。

.
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
児
童
手
当
及
び
児
童
扶
養
手
当
(
特
別
児
童
手
当
を
含

む
。
)
に
関
す
る
こ
と
。

・
保
育
所
及
び
保
育
料
の
制
定
、
徴
収
に
附
附
す
る
こ
と
。

老
人
福
祉
に
附
す
る
こ
と
。

・
心
身
障
害
者

(児
)
稲
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
母
子
、
寡
婦
及
び
父
子
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

生
業
資
金
に
関
す
る
こ
と
。

E

福
祉
手
当
及
び
介
縫
手
当
に
関
す
る
こ
と
。

・
福
祉
施
設
及
び
福
祉
施
設
の
入
所
に
関
す
る
こ
と
。

社
会
福
祉
団
休
に
関
す
る
こ
と
。

〕5
 
〔



-
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
こ
と
。

・
戦
没
者
遺
家
族
及
び
戦
傷
病
者
の
援
護
に
関
す
る
こ
と
0

・
軍
人
、
軍
属
で
あ
っ
た
者
の
恩
給
に
関
す
る
こ
と
。

・
ウ
タ
リ
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
援
護
資
金
に
関
す
る
こ
と
0

.
災
害
援
護
物
資
の
取
扱
に
関
す
る
こ
と
。

・
精
神
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

O
衛
生
係

・
保
健
衛
生
行
政
の
企
画
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
0

.
結
核
及
ぴ
伝
染
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

成
人
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

・
母
子
保
健
に
関
す
る
こ
と
。

救
急
医
療
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

・
保
健
医
療
対
策
協
議
会
等
に
関
す
る
こ
と
0

.
医
療
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

献
血
思
想
の
普
及
及
び
献
血
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

食
品
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

-
患
者
輸
送
車
の
運
行
に
関
す
る
こ
と
。

・
公
衆
浴
場
(
種
川
温
泉
を
含
む
。
)
に
関
す
る
こ
と
0

・
北
部
槍
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

・
葬
斎
場
及
び
墓
地
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

・
蓄
犬
取
締
り
及
び
野
犬
掃
討
に
関
す
る
こ
と
。

-

ぞ
の
他
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

。
国
保
係

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

・
国
保
特
別
会
計
卒
業
勘
定
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

.
国
保
運
営
協
議
会
に
関
す
る
こ
と
。

老
人
保
健
特
別
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

-
そ
の
他
国
保
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

O
年
金
係

・
福
祉
年
金
及
び
拠
出
年
金
に
関
す
る
こ
と
。

国
民
年
金
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

.
各
種
年
金
の
給
付
に
関
す
る
こ
と
。

O
保
健
指
導
係

・
保
健
指
導
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

O
総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備
係

・
総
合
福
祉
施
設
開
設
に
伴
う
各
施
設
内
総
合
調
援
に
関

す
る
こ
と
。

施
設
利
用
計
画
と
管
理
運
営
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

-
関
係
委
員
会
、
協
議
会
等
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
開
設
準
備
に
閲
す
る
こ
と
。

O
推
進
係

・
記
念
卒
業
全
体
計
画
的
企
画
及
ぴ
総
合
調
整
に
関
す
る

こ
と
記
念
事
業
に
係
る
企
画
立
案
、

る
こ
と
。

実
施
及
び
調
務
に
関
す

関
係
会
議
、
庁
内
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

.
そ
の
他
記
念
事
業
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

• • 

農
業

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の
戦
略
は

野
菜
生
産
・
流
通
の
現
状
と
将
来
展
望

講
演
会

献血功労者の表彰

今
金
町
農
業
確
立
対
策
協
議
会
主
催
の
「
今
金
町
お
よ

び
柏
山
北
部
地
域
内
股
業
講
演
会
」
が

2
月
2
日
、
町
民

セ
ン
タ
で
開
催
き
れ
、
関
係
者
1
0
0
名
あ
ま
り
が
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

J
」
れ
か
ら
の
農
業
経
営
の
戦
略
は
。
を
テ
!
?
に
北
海

道
地
域
農
業
研
究
所
の
富
田
義
昭
氏
が
「
北
海
道
に
お
け

る
野
菜
生
産
流
通
の
現
状
と
将
来
展
望
し
に
つ
い
て
講
演
。

資
料
を
も
と
に
、
今
金
町
の
経
営
構
造
、
経
営
規
模
、

経
営
形
態
な
ど
を
細
か
く
分
析
し
て
問
題
点
を
指
摘
。

n
道
内
に
お
け
る
早
出
し
産
地
と
し
て
、
道
外
移
出
に

お
け
る
リ
レ
出
荷
の
前
期
を
担
う
産
地
と
し
て
育
成
を

図
る
。
。
小
物
野
菜
の
生
産
を
拡
大
す
る
。
な
ど
の
提
言
を

し
て
い
ま
し
た
。

果叡に技とスピードを競う
第33田町民スキー大会と第31回ライ

オンズ杯スキー大会が 1月28日ピリカ

スキ 場で開催されました。

大会では各選手が鮮やかに旗門をク

リアし、大会役員や家族の声援を受け

ながらタイムを競いあいました。

第31回ライオンズ杯スキー大会

〈回転〉 学校名

小学 l年 男子松永 航(今金)

女子中野 茜(八束)

男子水野耕輔(金原)

男子坂本良平(神丘)

女子八重樫紗代(今金)

男子田中 淵(今金)

女子河村芳恵(今金)

男子佐々木昭典(今金)

女子鷲野久美子(今金)

女子 山崎真梨子 (桧山北)

小学 2年

小学3・4年

円

l
N
1
5
t
r

小学5・6年

学

高校生

中

第13固いまかね雪まつりにコンサートのため、

来町した伊藤多喜雄んちが2月10日、豊寿図を慰

問し、津軽じょんがら節など 5曲を熱唱。

雪まつり会場へ足を運べないお年寄りら50名

が大喜びでたくさんの拍手を送っていました。

伊
藤
多
喜
雄
さ
ん

豊
寿
園
を
慰
問
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多
額
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

函
館
で
印
刷
業
を

営
む
側
長
門
出
版
社

の
長
門
一
也
社
長
が

1
月
弘
目
、町
役
場
を

訪
れ
、
初
万
円
の
寄

付
金
を
今
金
町
に
手

渡
し
ま
し
た
。

同
社
は
創
業
回
周

年
を
迎
え
た
記
念
と

し
て
、H
人
材
育
成
の

た
め
の
奨
学
金
の

一

部
に
役
立
て
て
。
と

• • 
日
本
赤
十
字
社
の
献
血
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が

1
月
目

目
、
役
場
3
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、

本
町
関
係
者
に
対
し
て
村
本
町
長

か
ら
記
念
品
を
添
え
て
一
人
ひ
と

り
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

。
銀
色
功
労
楯

(
削
回
以
上
)

藤倉崇志(今金)

杉林立規(八束)

坂本良平(神丘)

高僑麻衣(今金)

山崎慎也(神丘)

中野いずみ(八束)

田中 世I(今金)

河村芳恵(今金)

油谷 一史(今金)

佐々木昭典(今金)

山崎良介(今金)

鷲野久美子(今金)

山崎真梨子 (桧山北)

由浅利正

日
叩
原
和

判

金

八
達哉

茜

伊藤

中野

第33田町民スキー大会

〈大回転〉

小学 1年

話
し
て
い
ま
し
た
。

多
傾
向
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

E

五
十
嵐
義
治
(
御
影
)

・

水

野

裕

一

(
金
原
)

鶴

林

正

立

(
高
美
町
)

O
金
色
有
功
章
(
印
回
以
上
)

-
五
十
嵐
窓
子

(御
影
)

・
工
藤
好
雄
(
大
和
町
)

・
小
西
賢
次
郎

(栄
町
)

・
境
田
哲
哉

(八
束
)

・
高
田
多
鶴
子

(
昭
和
町
)

中

村

勇

(

緑

町

)

・
渡
部
重
利
(
日
の
出
町
)

。
銀
色
有
功
章
(
初
回
以
上
)

川

平

秀

明

(八
幡
町
)

・
岸
本
義
仁
(
田
代
)

英
子
(
高
美
町
)

和
之

(商
工
団
地
)

テ
ル
(
八
束
)

タ耳
目
高
谷
松
方く

男子

女子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

男

男

男

女

男

女

男

女

男

男

男

女

女

男

小学 2年

小学3年

小学4年

小学 5年

小学 6年

中学 1年

中学 2年

中学 3年

高校生

般
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ヨl引っ
房長越
出し II 
も先 r;
おが J
忘決 1
れま 4F
なつ.A

ほぞ
言す

例
年
、

=一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
職
場
の
人
事
異
動
や
進
学
、

就
職
な
ど

一
年
の
う
ち
で
最
も
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。

引

っ
越
し
と
い
う
と
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
〈
、
う

っ
か
り
引

っ
越

し
に
と
も
な
う
事
務
手
続
き
や
届
け
出
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
、
転
出

先
で
大
変
図
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

引
っ
越
し
を
す
る
日
が
決
ま

っ
た
ら
、
次
の
よ
う
な
事
務
手
続
き

や
届
け
出
を
早
め
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
で
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
が
、
転
出
(
今
金
町
か
ら
他
的

市
区
町
村
へ
)

・
転
入
(
他
の
市

区
町
村
か
ら
今
金
町
に
)
時
の
届

け
出
で
す
。

引
っ
越
し
に
気
を
と
ら
れ
て
、

う
っ
か
り
し
て
手
続
き
を
忘
れ
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
は
、

忘
れ
ず
に
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
す
る
日
と
転
出
先
の

住
所
が
分
か
っ
た
ら
、
ま
ず
役
場

町
民
福
祉
課
住
民
係
窓
口
で
転
出

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
き

し
V

転
出
証
明
書
は
、
引

っ
越
し
し

た
日
か
ら
凶
日
以
内
に
転
出
先
の

み

ん

な

初
め
て
の
ス
キ
ー

美
利
河
小

5
年

山
口
将
生
く
ん

ぼ
く
は
、
沖
制
県
出
身
で
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
雷
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
は
、
下
で
ま
っ
す
ぐ
す

べ
る
の
を
練
習
し
て
で
き
た
の
で
、

ス
キ
ー
の
板
を
ハ
の
字
に
し
て
、

曲
が
れ
た
の
で
、
森
先
生
が
上
に

行
く
か
、
と
い
っ
た
の
で
上
に
行

き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
、
リ
フ
ト
に
の
っ
た

と
き
は
、
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
の

っ
た
ら
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

上
に
つ
い
て
、
リ
フ
ト
を
お
り

る
と
き
、
こ
ろ
び
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
パ
イ
オ
ニ
ア
コ

l

市
区
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
町
内
で
住
所
を
移

し
た
と
き
は
、
転
居
届
を
。
世
帯

玉
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
世
帯
主

変
更
届
を
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
次

の
よ
う
な
届
け
出
が
必
要
で
す
。

V
印
鑑
登
録
証

返
却
し
て
、
転

出
先
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

V
国
民
健
康
保
険
証

返
却
し
て
、

転
出
先
で
新
た
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
学
生
や
出
稼

ぎ
を
す
る
方
で
②
⑧
の
保
険

証
を
申
請
す
る
方
は
、
印
鑑
と

保
険
証
の
ほ
か
、
次
の
も
の
が

必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず
に
持
参• • 

のl

広

場

ス
に
行
く
ぞ
と
、
き
あ
い
を
い
れ

て
、
行
こ
う
と
し
た
ら
、
す
ご
い

急
だ
っ
た
の
で
、
下
ま
で
お
り
れ

る
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
な
ん
と
か
こ
け
な
が
ら

お
り
れ
ま
し
た
。
つ
ぎ
は
、
む
な

か
た
の
お
ば
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に

何
回
も
す
べ
り
ま
し
た
。

ま
た
次
の
日
に
行
っ
て
、
ス
ピ

ー
ド
に
の
る
練
習
を
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
は
、
ス
ベ
ン
ヤ
ル
コ
ー
ス

に
行
っ
て
、
す
ご
い
急
だ
な
あ

と
思
い
な
が
ら
す
べ

っ
て
い
た
ら
、

し
ら
な
い
う
ち
に
下
に
つ
い
て
い

ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
す
べ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
、
一
人
で
リ
フ
ト
に
の

っ
て
、
す
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。初
め
の
う
ち
は
、
下
手
だ
っ
た

か
ら
、
楽
し
く
な
か
っ
た
け
と
、

だ
ん
だ
ん
す
べ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
た
ら
楽
し
く
て
や
っ
ぱ
り
ス

キ
ー
は
、
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し

，-。
4
4ハ

次
は
、
け
い
君
と
い
っ
し
ょ
に

し
て
く
だ
さ
い
。

-
②
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学

証
明
啓

⑧
-
e
e

勤
務
先
の
会
社
名
と
住
所

V
在
学
証
明
容
:
小
中
学
校
の

お
子
さ
ん
か
い
る
場
合
、
在
学

し
て
い
る
学
校
か
ら
在
学
証
明

書
を
も
ら
い
、
転
出
先
の
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
国
民
年
金

国
民
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
住
所
変
更
届
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食
郵
便
局
へ

一
年
間
旧
住
所
宛
の
郵
便
物
を

新
住
所
へ
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。

背
水
道
・

電
気

・
ガ
ス

水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
新
聞
な

ど
各
種
料
金
は
検
針
、
集
金
時
間

な
と
を
早
め
に
打
ち
合
わ
せ
を
o

A
H

運
転
免
許
証

運
転
免
許
証
は
、
す
み
や
か
に

転
出
先
の
笠
察
署
で
住
所
変
更
の

手
続
き
を
。

自
家
用
車
に
つ
い
て

は
、
陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

女
電
話
の
引
っ
越
し

早
め
に
届
け
出
を
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

l
ス
に
い

っ
て
み

た
ら
、
は
じ
め
は
、
す
ご
い
急
な

コ
ス
だ
な
と
思
っ
て
三
回
ぐ
ら

い
す
べ

っ
た
ら
、
す
べ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

も
う
7
ァ
ミ
リ

l
コ
ー
ス
は
、

ら
く
ち
ん
に
す
べ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

次
か
ら
は
、
も

っ
と
、
う
ま
く

す
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

‘ 大 2
金月
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花
日
記
雪
割
り
草
に
始
り
し

秋
葉
美
流
子

日
に
餓
ゑ
し
雪
割
草
と
灯
を
わ

か

る

べ

今

号

し

か

ち

軽

部

鳥

頭

子

雪
割
リ
一
早
と
名
を
聞
く
だ
け
で
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
分
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
名
は
知
っ
て
い
て
も
、

ど
ん
な
花
だ
っ
た
か
と
な
る

と
、
人
に
よ
っ
て
印
象
が
ま

￥

ち
ま
ち
で
し
ょ
う
。
い

ろ

い

巨

ろ
と
あ
る
の
で
す
か
り
、
無
腕

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

剖

事
典
な
と
を
見
て
も
、
キ
訓

ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
花
と
あ
っ
た
長

り
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
花
と

な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
キ
ン
ポ

ウ
ゲ
科
の
花
は
、
ス
ハ
マ
ソ
ウ
と

い
っ
て
、
山
地
の
木
々
の
下
な
ど

に
生
え
る
多
年
草
で
、
残
雪
の
時

期
に
一

・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
や

淡
紫
色
の
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。

ス
ハ
?
と
は
、
海
岸
に
突
き
出
た

州
や
、
結
婚
式
な
ど
の
祝
儀
の
と

き
に
飾
る
台
の
こ
と
で
、

ス
ハ
マ

ソ
ウ
は
、
そ
の
葉
の
形
が
ス
ハ
マ

に
似
て
い
る
た
め
に
つ
い
た
名
前

の
よ
う
で
す
。
こ
の
花
の
別
名
を

• • 
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臨
時
事
務
員
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
、
4
月
か
ら
勤
務
す
る

臨
時
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を

3
月

u

日
ま
で
に
、
総
務
謀
総
務
係
ま
で

提
出
願
い
ま
す
。

寸

L

募
集
予
定
人
員

8
名

(
年
齢
国
歳
以
上
の
女
子
)

〈総
務
課
総
務
係
〉

インー・;;rメーション
1 

所
得
税
の
申
告
と
納
税

は
3
月
日
日
ま
で
で
す

平
成
7
年
分
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う

か。

3
月
日
固
ま
で
一
般
的
確
定

申
告
者
納
税
相
談
を
役
場
3
階
で

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
持
ち
い
た
だ
く
王
な
も
の

。
源
泉
徴
収
票

。
生
命
保
険
料
、
火
災
保
険
料
の

支
払
い
証
明
書

。
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の

支
払
額
の
わ
か
る
書
類

。
医
療
費
を
証
明
で
き
る
啓
類

I!!保係)(町民伺祉課待J!;主係

横診を受けて明るい健康づくり

3月みんな

。
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

。
印
鑑

平
成

B
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い
て

平
成
8
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧

(地
方
税
法
4
1
5
条

第

1
項
の
規
定
に
よ
る
)
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

記

縦
覧
期
間

平
成
8
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
8
年
4
月
幻
日

縦
覧
場
所

今
金
町
役
場
税
務
課

縦
覧
時
間

午
前
8
時
代
目
分
か
ら

午
後

5
時
日
分

〈税
務
課
資
産
税
係
〉

年
金
相
談
&
健
康
相
談

の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
保
健
婦
に
よ
る
健
康

相
談
も
併
せ
て
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

し

言己

3
月
初
日
嗣

午
前
日
時

i
午
後
3
時
ま
で

と

き

• • 
2 

役
場
町
民
相
談
室

相
談
員

函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
員
、
町
保
健
婦

〈
町
民
福
祉
課
〉

と
こ
ろ

3 
戦
没
者
等
の
遺
族

の
皆
さ
ま
へ
H
H
・

1
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

1

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成

7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を

有
す
る
泣
族
が
い
な
い
方
に
特
別

弔
慰
金
と
し
て
紙
面

ω万
円
、
日

年
伯
叩
垣
内
国
出
加
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
が
平
成
7
年
4
月
1
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先
順

位
の
遺
族
の
方

な
お
、
請
求
手
続
き
な
と
詳
し

く
は
役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

北
桧
山
警
察
署
電
話

番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

母子福祉資金の受付

平成8年 4月から進学 ・進級及び就職される

子供さんをもっ母子家庭のための北海道町貸し

付け制度です。

3月から随時受け付けます。

〕日1
 
〔

社会福祉協議会だより 8. 2. 10 

渓光の盟学凶、出現F回、?上会侃祉協融会への多額

のご寄付ありがとうございました。
(敬称略

〈長野県〉 瀬棚町〉
古 !lI tll 出 制 111 ~j!"ê 治
(培川市〉 平 山 !リl 7と
恒、 即 直 光 〈北繕山町)
(札幌市) 金剛誹 jt lii 山
FG 任、 自 (今金町〉

附 r手 車 本 光 子
P 田 夫 本 塚 栄 作
〈函館市) 琴 持 会
回館詑謹学校 4- 金 オ ト

松前町〉 4- 五八品ι 日 石
石市 j， 今金音楽霊師会
八雲町〉 岸 本 義 仁
及川 向w1 占 犬 塚 マサオ
長方部町〉 金 沢 11;; L自
TG tf~ J、 yレ 中 /!:; 弘
出 水 市 子 大 iJ 行 雄
{上ノ 国町〉 今金社主ダンスクラブ
概リ 加 孝 雄 垣 本 幸 拍
〈厚沢部町〉 連 .際 と め
官luj 野 自 !JJ fJt 東 フミエ
(乙部町〉 五八五 沢 竹次郎
4時 金四郎 やf 上 実

山 崎 ト メ 丈 塚 アサ子
合 抜 正 時 ん H 組 子
(大成町〉 91 婦 人 z

五
、

大 mf 敏 戸

平
成
7
年
目
月
か
ら
北
柏
山
警

察
署
の
電
話
番
号
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
間
違
い
電
話
で
迷

惑
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
屯
話
番
号
を
確
認

し
て
お
か
げ
く
だ
さ
い
。

ロじさ一百

変
更
後
電
話
番
号

合

o

l

3

7

8

4

6

1

1

0

お
米
を
販
売
さ
れ
る

皆
さ
ん
ヘ
グ

新
食
続
法
(
主
要
食
糧
の
需
給

及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
)

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

、
登

録
卸
売
業
者
な
ど
か
ら
お
米
を
仕

• • 
官資金の種類及び貸付額

就学支度資金

高校公立7万円以内、私立22万円以内

大学、専修公立35万円以内、私立37万円以内

修学資金(月額)

-高校公立l万4千円以内、私立2万6千円以内

ー短大公立3万8千円以内、私立4万6千円以内

.専修公立3万8千円以内、私立4万6千円以内

大学公立3万8千円以内、私立4方7千円以内

就職支度資金 9万 5干円以内

就業資金 (月額 2万 6千円以内

(運転免許など)

胆
石
症
に
つ
い
て

胆
石
症
は
成
人
の

3
1
5
%
の

人
が
胆
石
症
を
も

っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
病
気
で
す
。

ω歳
以
上
の

女
性
で
太
っ
て
い
る
人
、
多
産
の

人
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

胆
石
は
、
胆
刊
の
成
分
で
あ
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
ビ
リ
ル
ビ
ン

(
胆
汁
色
素
)
が
固
ま
っ
て
で
き

る
も
の
で
、
胞
の
う
内
に
で
き
る

も
の
と
、
胆
汁
の
通
り
道
で
あ
る

胆
管
に
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い

胆
石
症
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

胆
石
症
の
症
状
は
、
腹
部
的
強

い
痛
み
、
発
熱
、
賞
痘
な
ど
が
み

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

症
状
は
、
胆
石
が
胆
の
う
の
出
口

に
詰
ま
っ
た
り
、
粘
膜
に
炎
症
を

起
こ
し
た
と
き
に
現
れ
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
症
状
の
で
る
人

は
胆
石
を
も
っ
人
の

m
l
m
%程

度
で
残
り
の

B
割
1
9
割
町
人
は

無
表
情
の
ま
ま

一
生
を
過
ご
し
ま

す
。
胆
の
う
の
検
査
に
は
、
超
音

波
検
査
や

C
T
検
査
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
検
査
で
胆
石
症
と
診

断
さ
れ
た
場
合
、
一
般
的
に
は
手

術
で
摘
出
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

入
れ
て
販
売
す
る
場
合
に
は
、
知

事
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

旧
食
槌
管
理
法
に
基
づ
く
知
事

許
可
を
受
け
て
い
た
販
売
活
、
ま

た
、
新
た
に
お
米
の
販
売
を
さ
れ

る
方
も
、
次
の
と
お
り
新
し
い
登

録
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

戸
じ==υ 

登
録
申
請
期
間
4
月

1
B
1
初
日

登
録
日

登
録
申
請
先

支
庁
農
務
課

斑
必
要
書
類
、
登
録
申
請
手
数
料

な
ど
詳
し
く
は
、
各
支
庁
法
務
課

又
は
道
庁
内
同
産
流
通
謀
ま
で

2 

6
月
1
日

m 目 >1 象 者 実施日 日予 問 対象地区 実施会場 価ru 考 お知らせ

4日(月)

① ー 般相談 〈ュE 住 fl!; 
11日(月)

10: 00-12: 00 全地区
老人相制

保健mit;i 健防相談
18日u!l セン 7-

25日(日)

② 乳児相談
生後

7日(木)
受付時間 。 岡f 民 保健指導 健康相談

3、6、9ヶ月児 9 : 30-10: 00 センター 身体計測

生後 受付時間
血検査身体計測保健指i!'f.

③ 1i亙"月児倹診
1歳 7、81"1'1児

7日(木)
13 : 00-13 : 15 " 

4シ 医師診察歯科指，~
フッ ，f控布

@ 妊婦健診 任約 の 方 12日(火)
受付時間

" 
今企町 尿検査歯科拍車保健指お

13 :日0-13:30 国保柑院 医師診察(有料)

⑤ 股関節脱臼健診 生徒 4ヶ月児 日日(火)
受付時間 。 今金 股関節X線撮影
13:00-14:0。 保健所

@ 乳児健診
生後4、7、

21日(木)
受付時間

" 
'f 民 身体計開医師診然的利指

10、127月児 13 : 00九 13:15 セン 7- 串栄養指導保健指導

⑦ 
属医地区

金 四I 民
26日(火) 受付時間

4少

" 
耳'N科診依

巡回診療 2s日 (ホ) 14: 20-}4: 50 眼科診療

3 

古償 還

卒業後6ヵ月据え置きで利子は 3%又は担利

子 ・期間は 3年から20年以内。

現在、貸付を受けている方も引き続き手続き

が必要です。必要書類その他詳Lくは町民福祉

課福祉係までお問い合わせ〈ださい。

す
が
、
ガ
ン
の
疑
い
が
な
く
、
炎

症
も
お
こ
し
て
い
な
い
時
に
は
経

過
を
観
察
し
た
り
結
石
溶
解
剤
な

ど
の
楽
で
治
療
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。また
、

胆
石
症
を
持
っ
て
い
る

人
は
胆
の
う
ガ
ン
に
な
る
確
立
は

持
っ
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
5

1

日
倍
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

胆
石
が
あ
る
人
は
、
定
期
的
な
検

診
を
受
け
、
経
過
の
観
察
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

〕-1
 
〔



や令や主民の動
l月末現在

(前月対比)

( 4) 

( 0) 

( 4) 

( 4) 

7，348人

3，536人
3，812人
2，574世帯

令令や

人口

男

女

世帯数

3月の休日当番匡
3日 北相山町国保病院 (北格山) 合③5321

!o日 今金町国保病院 (今金) 合②0221

17日 道南ロイヤル病院 (北袷山) 密④5011

20日 橘 崎 医 院 (瀬 棚) 合⑦3021

24日 今金町国保病院 (今金) 包②0221

31日 道南ロイヤノレ病院 (北格山) 宮④5011

A
J
 

シ'』てめお‘勺，炉AF
色
町
ayj
晶
、
白
ゐ

e
a
v
，
‘
・
、
A

.

、
A
A

じ
4

茶
色
太
岳
山

At
か香

ん

刷祐

川健

ι
愛
c
君

す寿

た

あ愛

お

浮

木

園

前

八
平属8量事鹿 (保級者 !&)南栄町

(保殺者靖i.1ff.)大和町

(保能者 淳)トマノケン

(保護者 稔)金原昭和

(保謎者吉信)大和町

1月12日

1月18日

1月19日

1月24日

池元

i'Jl"X品
坪井

l月27日

固いつまでもおしあわせに

良夫さん(栄町)=平田ゆかり さん(北浦山町)

哲也さん(八鈴)=石川 真弓弘(八雲町)

上樋川

審白井

大和町

3長横平

%岡

60歳

83歳

圏おくやみもうしあげます

1月20日

l月31日

ん

ん

雄

富

千葉

臼*'

農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成
八
年
度
農
作
業
寅
壷
を
主
配
の
と
お
り
決
め
苦
し
E
ので、

守
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

作業名 貨 金 曹U~曽賃金 作童時間

水稲作業 5.700円 840阿

そ 菜 5.500阿 810岡

い もまき 5.500岡 810円

し、 も 掘 6.000阿 890円

い も選別 5.500. 810開

ビート作業 5.500月 810円

畑 作除草 5.500湾 810開

大 小旦刈 5.700. 840円
で

奴草サイロ作業 5.500円 810岡

その他 一般 5.500開 810円

• 
85歳

※ 2月15日畳付分まで記載

間
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2月7日利生五加藤

パトの舶は臓に酬おく 日間当Eり600町。|

一

1 昼食、間食1<I;g由時.と可る。

2 空通費隠置用主負担ι写る。巴しE剛までの自己通劉の唖古肱E曲
同を豆届する.(2岡以上については、労使白話し合いで決める.

時間絡Cついて1<1畳通費1<1豆錯しないJ
3 体惣筒聞隠昼食係惣T筒晴、中間休憩午間 午後邑1&分とする.

4 賃金豆訟の際娘、領血・を受取って下さい.

届量輸健畢員会

農業曇員会

農場健墨画会

瀬棚町

今金町

北槽山町

..績協同組合

..鍵協同組合

康雄協同組合

農興協同組合

瀬棚町

今金町

北槽山町

若松

発
行
/
北

海

道

合

金

町

喜

久
②
O
T
-
-
番

~ 
』

〕2
 
1
 
〔

J 
t 

神
丘
小
学
校

平
成
叩
年
に
開
校
百
年
を
迎
え

る
神
丘
小
学
校
で
、
地
域
全
体
で

百
年
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

2
月
1

日
に
看
板
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
立
て
看
板
は

H

お
め
で
と
う
百

周
年
き
れ
い
な
神
丘
小
u

と
い

う
言
葉
を
選
定
し
、
日
家
庭
の
児

童
と
父
母
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
パ

ネ
ル
を
手
作
り
で
製
作
。

税
子
力
を
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ

た
看
板
は

4
月
に
学
校
織
の
刊
号

線
に
取
り
付
け
ら
れ
、
平
成

8
年

間
町
、
平
成

9
年
鈎
の
文
字
を
入
れ
、

平
成
凶
年
の
開
校
百
年
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
看
板
製
作
の
後、

お
に

ぎ
り

・
焼
き
肉
で
の
夕
食
会
が
行

わ
れ
、
親
子
の
交
流
も
図
っ
て
い

ま
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


